
(冷泉家時雨亭文庫所蔵)

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により,中止又は内容を-部変更して実施する場合がございま“女,

主催:大崎市教育委員会i当別町教育委員会　協力:冷泉家時雨亭文庫、岩出山伊達家、当別伊達家
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京都の文化が束へ、北へ
一京都冷泉家と岩出山伊達家の交際一

江戸時代、京都の和歌の家「冷泉家」からふたりの姫が、みちのく岩出山に

お輿入れしました。姫たちとともに、岩出山に贈られたのは雅な文化でした。人々は

都へのあこがれをもって姫たちを迎え入れたことでしょう。

明治維新の歴史のうねりの中で、北の大地を目指して岩出山を旅立った人々が

いました。その時携えて行った荷物の中には、大切な京都からの贈り物の数々が。

今なお、両市・町に残る京都からの贈り物を集めて展示会を催します。展示品の

ひとつひとつに秘められた歴史の足跡をご覧ください。

古筆切「古今集」　　冷泉為綱筆和歌短冊

『京都冷泉轟と岩出山伊達剥
講師:大崎市文化財課　菊地　優子
令和4年7月30日出　午前10時一正午

岩出山公民館(スコーレハウス)大ホール

定員200名(事前申し込み不要)

令和
4年
会場

母慶寿院から贈られた和歌色紙

冷泉為久筆「伊勢物語」

源氏かるた(当別伊達記念館のみ実物展示)

旧有備館および庭園
〒 989-6433　宮城県大崎市岩出山芋上川原町6

丁EL. FAX (0229) 72-1344

開館時同　午前9時一午後与時(最終入館午後4時30分)

難昌龍三詣護も円小.中学生18。円
交通案内
●」 R陸羽東線有備館駅より徒歩0分
●東北自動車道古川インターより車で1 5分

9月1 3晋「 0月30昌露語会
開館時間　午前10博一午後4時30分　〒061-0292

当別伊達記念館雑居鵠(祝日の場合は翌日)苗苧講写琵叢34
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により,中止又は内容を-部変更して実施する場合がございます。
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